
所蔵資料の紹介
 桃 生 郡 小 野 本 郷 旧 領 主 富 田 氏  処 遇  

家 中 帰 農 問 題       

前回（第１７号 ，富田氏の旧家中の帰農問題）
を中心に，仙台藩の旧藩士やその家中の帰農問
題について述べたが，ここでは富田氏のその後
について見ていこう。

前述の通り，富田小五郎は明治２年６月２９
日に佐幕派の重臣の一人として処罰され家跡没
収・禁錮を申し付けられ，家内の者は親類に預
けられた。一方，処罰を受けた者の中には，同

，様の処罰であるにも関わらず家跡没収が許され
その子に家督を継がせている場合もある。また
同年並びに翌年に許されている家臣もいる。小
五郎も明治４年３月２６日に禁錮が許され，８
０日間の閉門を仰せ付けられた（資料１ 。こ）
の資料を見ると，士族籍を剥奪された訳ではな
いようで，小野本郷の屋敷に閉門したものと考
えられる。ただし二番着座としての家名は断絶
された。同様に許された者の中には県の官吏や
公的な役職についた者もいたが，富田小五郎の
名は見えない。では小五郎はその後どのように
して小野本郷で生活しただろうか。これを考え
るヒントとなるのが資料２である。

この地籍地引帳には，小五郎の名前は見えな
いが，小野本郷の宅地・畑の所有者として富田
鐵之助の名前が載っている。鐵之助は仙台藩の
奉行を務めた富田実保の四男で，小五郎の叔父
に当たる人物である。また，民有地社寺境内区
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画図の 枚に小野本郷字裏丁囲の稲荷神社がある1
， 「 」 （ ）。が 地主は 士族富田鐵之助 である 資料３

しかし鐵之助は幕末から藩費でアメリカへ留学，
維新後は国費留学生となり留学中より外交官とし
て活躍しており，明治 年当時に小野本郷にいた8
訳ではない。また帰国後も東京に居住している。
鐵之助は四男ながら留学以前に藩から若老や江戸
の海軍講武所稽古人を命じられ，仙台藩士として
屋敷地や奉公人前を持っており，これは小五郎が
処罰された際にも召し上げられずに鐵之助の土地
として残ったのであろう。小五郎は息子二人を東
京の鐵之助の許へ勉学のため預けるなど，鐵之助

もと

と の関係 は親 密で あっ た（ 鳴瀬 町史』 より 。『 ）
そのため，地主不在の土地を小五郎の耕作地など
として提供したのではないだろうか。それに関す
る資料が外にも当館所蔵資料の中に眠っているかもしれない。

鐵之助は明治７年の一時帰国の際に森有礼と福沢諭吉の媒酌で杉田玄白の曾孫杉田縫と
結婚し，その後も外交官としてアメリカ・イギリスに駐在した。帰国後の明治１４年に大
蔵省に入省し，日本銀行設立に参画して初代副総裁，２代目総裁を歴任，辞任後には貴族
院議員に勅撰され，東京府知事になった。しかし，仙台への思いも強かったようで，初代
仙台区長松倉恂と共に宮城英学校（後の東華学校）の設置主となり（資料４ ，設立母体）
の東華義会（教育振興団体）の中心にもなった。その後も仙台の教育発展に尽力し，明治
３９年には仙台市教育名誉会員にも推薦されるなど，その功績は大きい。

東 日 本 大 震 災 に お け る 当 館 の 被 災 状 況

この度の「東日本大震災」におきまして，被災
さ れ ま し た 皆 様 に 心よ り お 見 舞 い を 申 し 上 げ ま
す。

２０１１年３月１１日（金）１４時４６分頃，
（ ） 。未曾有の地震 東日本大震災 に見舞われました

宮城県の被害の甚大さにつきましては，新聞やテ
レビでご存知のことと思います。メディアにおい
ても今回の地震を語る上で，過去の地震津波と比
較 し て 規 模 の 大 き さを 伝 え る 姿 が み ら れ ま し た
が，当館の所蔵資料の中にも公文書として過去の
地震津波に関する資料が残っておりますのでいく
つか紹介したいと思います。



①明治三陸地震津波（明治２９年６月１５日午後８時頃）
三陸沖を震源とする地震が発生しました。陸上での揺れはさほどではなかったもの

の，その２０分後，怒濤のごとく津波が押し寄せ，船舶家屋はもちろんのこと巨樹や
大石もことごとく海中に流されました。これによる犠牲者は，三陸全域で 人に21,953
達し，宮城県だけでも死者 人，負傷者 人に及ぶ大惨事でした。3,452 1,241

所 蔵 資 料 名 配 架 番 号
臨時県会議案及材料 ２９－００２６M
県参事会議案－２ ２９－００２７M
県行政－海嘯水害国庫補助・県歳入出，明治２９～３１年 ３１－００２６M
樺山知事公任事務引継書 ３１－２００２M

②昭和三陸地震津波（昭和８年３月３日午前２時半頃）
三陸沖を震源とする強い地震が発生し，その後まもなく三陸沿岸に大津波が襲いま

308 3,000した。これにより，宮城県内では，死者・行方不明者 人（三陸全域では約
人 ，負傷者 人に及び，３７年前に起こった明治三陸地震津波以来の大惨事にな） 145
りました。

所 蔵 資 料 名 配 架 番 号
保護，罹災救助 ０８－２００７S
水産 例規・雑（２～９年） ０９－０１３１S
社会，雑事，震嘯誌資料 １１－２０１２S
保護，罹災救助 １１－２０１５S

③チリ地震津波（昭和３５年５月２４日早朝）
遠く南米チリで発生した地震による津波が太平洋を越えて日本沿岸に押し寄せまし

53た この津波により宮城県内では 志津川を中心に３市８町で死者・行方不明者が。 ，
人に上ったほか，負傷者 人，流失家屋 戸，流失破損船舶 隻という大きな625 307 779
被害を受けました。

所 蔵 資 料 名 配 架 番 号
チリ地震津波災害職員表彰 ３５－２０１７S

（ 「 」 ）平成１６年宮城県公文書館企画展 宮城の災害 より

地震に限ってみますと，他に昭和１１年１１月３日５時４５分頃に起こった『昭和１１
年宮城沖地震』や昭和５３年６月１２日１７時１４分頃に起こった『１９７８年宮城沖地
震』がありますが，いずれも大きな津波は発生しておらず 『１９７８年宮城沖地震』で，
は，仙台港で３０㎝の津波を観測するにとどまったようです。このように過去の地震津波
を想起しましても，今回の地震津波が未曾有のものだったことが分かります。

当館でも所蔵資料４２，１７９冊の内，約七割の公文書，行政資料が書架より落下し，
ガラスも１００枚以上割れるなど，甚大な被害を被りました。

次の日１２日から，復旧に向け休館し，ガラスの後
片付けや落ちた簿冊を書架に戻す作業に取りかかりま

。 ， ，した ４月に入り ほとんどの作業が終わりに近づき
開 館の目 処が立 った矢 先の ４月７日 （木 。余 震とは）
思えない震度６強の地震が起こり，作業も振り出しに
戻ってしまい，それに伴い開館予定日も延ばさなけれ
ばならない状況になってしまいました。

休館中に「閲覧をしたいのだが，いつ開館ですか 」。
という問い合わせがくるなど，お客様には大変ご迷惑
をお掛けしておりますが，ただ今，５月１６日（月）
の開館に向け，スタッフ一同，急ピッチで作業に取り
組んでおります。開館まで，いましばらくお待ちいた
だくと共に，ご来館を心よりお待ちしております。



宮城県の一口知識

』とは?献上品『鮫氷
さ め す が

今回は，かつて宮城県の特産品だった「鮫氷（さめすが 」という水産加工食品のお話）
です。

昭和3年 11月 10日に昭和天皇の即位礼が京都で執り行われました。宮内省はこれに先立
ち同年4月17日知事あてに「大礼奉祝献上品取扱ニ関スル件」を通知（当館資料S03-2002
「昭和大礼奉祝献上品」所収）し，県民からの奉祝献上願を取りまとめて報告するよう求
めました。そこで県は，11月30日宮内大臣にあて，生糸，仙台平，鰹節，鮪節，鰹味付缶
詰，醤油，最中，鮫氷（本吉郡水産会長が技能者の宮井誠三郎につくらせたもの）の県特
産品１０点について献上願が出されたので採納されたい旨を回答します。宮内大臣官房は
最終的に「最中」を除く８品目９点の採納を決定しました。県は翌年１月17日これら献上
品を献上者に代わり赤坂離宮へ通運便で送ったのでした。

前置きが長くなりました。それでは，桐の箱に納められ献上された「鮫氷」とはどのよ
うなものだったのでしょうか。献上願に添えられた説明文と既刊図書の記述を引用してご
紹介したいと思います。

先ずその製法ですが，マンボウの背びれ，しりびれの軟骨を採り，これを 鉋 で厚さ３
かんな

ミリほどの短冊形に削り，海苔のすのこの上に一枚一枚重なり目が盛り上がらぬように長
方形に漉くように並べます。これを天日で十分に干すと透明

す

に近い白色で薄い寒天紙のような形状の鮫氷が出来上がりま
す。一枚の重さは3.3～ 3.5ｇでマンボウの生ひれ4㎏から約70
枚の製品が得られるそうです。

鮫氷の創始者は気仙沼で水産製造業を営む宮井常蔵という
人で，明治22年頃にそれまで顧みられなかったマンボウの加
工利用を研究して創製したというが定説のようです。製品は
中華食材として輸出されていました。前述の献上鮫氷を謹製
した宮井誠三郎は創始者宮井常蔵の跡継ぎで，戦後気仙沼町
長と初代気仙沼市長を歴任された方だそうです。

鮫氷の調理方法は，ぬるま湯に7～ 8分程浸し置き，軟骨に
戻ったところを引き上げ，よく水気を取って三杯酢で和えた
り，刺身のツマや茶碗蒸しの具などにして食べたようです。
今は幻と なった珍味「鮫氷 。いったいどんな味だったので」
しょうか。

公文書管理法が施行されました
近年，ニュースでも話題になった消えた年金記録問題や 型肝炎の患者リストを放置C

していた問題，インド洋上で給油活動をしていた護衛艦とわだの航海日誌の誤廃棄など，
国における公文書の不適切な管理が社会的に問題になったことは記憶に新しいところです
が，このような問題の反省から，適切に公文書を管理しようという機運が高まり 「公文，
書等の管理に関する法律 （以下，公文書管理法）が平成２１年７月に公布され，今年の」
４月に施行されるに至りました。

この法律は，国の行政機関等における公文書の作成，保存の在り方や国立公文書館等へ
の移管，利用（公開）まで規定されており，地方公共団体に対しても第３４条で「地方公
共団体は，この法律の趣旨にのっとり，その保有する文書の適切な管理に関して必要な施
策を策定し，及びこれを実施するよう努めなければならない 」と規定されております。。

宮城県でも条例等で公文書の整理・収集基準等規定はされておりますが，今回施行され
ました公文書管理法を基に，県民共有の知的資源としての重要な歴史公文書等をいかに将
来へ向け，残していくか検討していきたいと考えております。



収蔵状況

平成２２年度末所蔵数
公 文 書

区分 明治期 大正期 昭和期 平成期 小 計 絵図面 合 計行政資料等

Ｈ２２

３，６７１ １，６９２ ２４，５１４ ４，４４２ ３４，３１９ １，５６５ ６，２９５ ４２，１７９所蔵数

（Ｈ２３．３．３１）

寄贈図書

お知らせ

東日本大震災により閉館しておりましたが，下記のとおり開館予定日がきまりました
のでお知らせします。

・開館予定日 平成２３年５月１６日（月）

利用案内

１ 開 館 時 間 午前９時から午後５時まで
２ 休 館 日 日曜日及び土曜日，国民の祝日・休日，年末年始
３ 交通のご案内 ＪＲ仙石線榴ヶ岡駅下車（徒歩７分）

仙台市営バス・宮城交通「第四合同庁舎前」下車（徒歩３分）


